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今回ご紹介するのは、写真同好会SAVOYの皆さん。
デジカメが主流の昨今ですが、フィルムカメラでの撮影も行い、
現像は、暗室にした部室で行っています。同好会の更なる技術
の向上のため、展示会を積極的に開催し、互いの写真の批評を
行うなど、全体の技術やモチベーションを高めています。
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▼大正大学は平成28年に
創立90周年を迎えます。そ
の記念すべき年に新たに誕
生する地域創生学部は、大
正大学の歴史で初となる経
済系の学領域を専門とする
学部です。あわせて、現在、
心理社会学部（予定）の開設
を構想中で、来春には6学
部の組織体制へと移行する
計画です。
▼これまで、大正大学は社
会の変化に合わせて様々な
教育改革を行ってきました。
それらはすべて、キャンパス
で学ぶ学生の満足へと繋げ
たいとの思いからです。これ
からも、よりよい未来に向け
て貢献する人材を輩出し続
け、社会的責任を果たしてい
くことをお約束します。（杉）
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第十六回
阿弥陀如来坐像
寄付されました。このことは、昭和
60年に国庫補助事業としてお
こなわれた保存修理時に像内から発見された木札に記載されていました。光明院の所蔵となる以前は、厳島神社近くの天台律宗神泉寺のご本尊でしたが、明治維新の際に廃寺となっ ため、光明院に客仏として迎えられ そうです。そ 後、 宗学本校に寄付され、宗教大学、そして現在の大正大学へと継承されています。　
ご本尊は、今日も穏やかなほ
ほえみで大正大学生を見守っくれています。
　
大正大学の礼拝堂には、平安
−
鎌倉時代の作品とされる重要文化財、阿弥陀如来坐像が安置されています。入学式や学位授与式など、大学の主要な 典はこのご本尊の前で行われます。　
木造・漆塗り、等身大の像で、
像高は
86・
2㎝。胸の前で掌を
向き合せて説法印を結び、右足を外にして
結けっか
跏
趺ふざ
坐
を（瞑想する
際の座法。仏教における最も尊い坐り方） しています。小さな螺髪が整然と並ぶ頭部や、わずかに笑みを浮かべた穏やかな表情、均整のとれたふっくらと た体つきなど 特徴は平安時代末期の仏像にみられる新傾向であり、十二世紀末、おそらく平安時代から鎌倉時代に移り変わる頃に、守旧的な仏師によって造られたものだと推測されています。　
この像は明治
29年に、広島県厳
島の光明院から大正大学の前身校の一つである浄土宗学本校
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　平成23年の東日本大震災により、
私たちは「つながり」の大切さをあら
ためて認識しました。つながりとは、
人と人は言うまでもなく、地域と地
域、異なる知識やアイデアなど、さ
まざまな意味合いを含みます。こう
した交流を活性化し、新たな価値を
生み出していくことが、わが国全体
の活力を取り戻すために不可欠です。
新設される「地域創生学部」は、これ
からの時代に相応しい共生社会の構
築をめざし、アクティブな教育を展
開します。
特 集
2015 Autumn5
これまで実施してきた地域連携の取り組みが地域創生学部として進化　
平成
28年４月、大正大学に誕
生する「地域創生学部」 。多くの自治体や地域政策に携わる組織、団体から注目され、これからの地域を担う人材育成への期待が高まっています。それは、今の日本における最大の政策的課題である「地方創生」を推進するための人材を、東京に所在する大学が育成するという極めてユニークな学部であるからです。　
東京への一極集中により、地
方の人口流出が進ん います。このことが地方の産業や雇用に影響を与え、それによって人口流出が加速するという負のスパイラルに陥っています。首都圏近郊の自治体でさえも同様の課題に直面しているので 。　
大正大学は「智慧と慈悲の
実践」 という建学の理念のもと「４つの人となる（慈悲・自灯明・中道・共生） 」 を教育ビジョンに掲げています。さらには、 「ＴＳＲマネジメント」を教育・研究・大学運営の基盤とし、計画・実行・評価・改善 プロセスを徹底し、教学の質を高めてきました。平成
23年３月
11日に発生
した東日本大震災の際にはいちはやく宮城県南三陸町に支援ボランティアを派遣。さらに支援活動を継続 、現在は東北再生「私大ネット
36（さんりく） 」を
立ち上げ、広域的・組織的活動を展開しています。地域創生学部はこうした蓄積を基盤と て構想されたものであり、まさに大正大学だからこそ実現した新学部といえるでしょう。
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多様な人材を日本全国に輩出したい
生きた知識を身につける実践的な学び
　
地域創生の処方箋は、地域の
間に人と知の活発な交流を促すことです。東京で専門知識や技術を学びつつ、首都圏や東京のマーケットの大きさを知り、さまざまな資源の集中と集積 実態を観察し、多く 人々 の的交流 行います。そ 一方で地域愛、郷土愛を育み、ふるさとに帰って新たな地域を創り、
人々が幸せに暮らせる社会を構築していくこと 使命感をもつ学生を育てます。 いわゆる
Uター
ン、
I・
Jターンを希望する若
い力を育て、多様な人材を日本全国に送り出していきたいと考えます。　
具体的には、次の
4つの人材・
活躍モデルをイメージします。　「コーディネーター」として、地域を取り巻く課題やニーズに対応する計画や協働活動を創出する人材（ＮＰＯ法人、地域人材養成機関などで活躍） 。 「エコノミスト」 として、地域に根差した経済・産業活動に関わる人材
（シンクタンク、 金融機関、 メディアなどで活躍） 。 「アントレプレナー」 として地域産業や観光資源を活用し、事業化によって地域活性化を具現化する人材（起をめざして活躍） 。 「オーガナイザー」 と 、効果的な地域活性化の仕組みや制度 考案し、組織化によって地域実践 実 する人材（公務員、市民の 動を支援する団体などで活躍） 。在学中はもちろんこと、実社会に出てからも継続的に交流し、知識やアイデアの創出がはかれるように支援していきます。
　
地域創生学部では、地域課題
に対応するための基礎理論や考え方を修得させるとともに、実習や体験学習を通して地域への関心と理解を深め、すぐれた発想によって、地域の新たなあり方をデザインできる能力と資質を育てます。精緻な思考・分析力と豊かな人間性がその土台になります。　
そのために、まず経済学を通
して、各種データや情報の処理スキル、論理的思考を身につけ、マクロ経済の動向を理解するとともに、地域課題をミクロ的に分析できる能力の修得 めざします。さらに、組織 マネジメントに不可欠な経営学など 諸領域も学び、経済・社会活動を展開するうえで常識 いえる素養を養います。　
こうした科目を、実践と結び
つけながら学ぶ点が、地域創生学部の教育の特徴で 。１年生の基礎から上級生の応用に至るまで、フィールド学習を行うための教育や理論科目を繰り返し、ＰＤＣＡサイクル 螺旋的に展開しながら学んでいくことになります。１年生は地域理解のための基礎知識 獲得
実習で地方の潜在価値・課題の発見に取り組み、２年次でさらに多方面から検証、課題設定に向けた幅広い視野を涵養します。３年次では各自の専門的テーマ課題の探究を行い、実習の場で具現化を試みます。さらに４年次の卒業研究で 角的視点からの評価を受け、 課題発見・解決能力の質的向上を図っていくイメージです。学び、 習う（試す）ことを実践することで 学びを実社会で活かす能力・資質を高めていきます。　
これを有効にする体制のひと
つが、 「クォーター制」 の導入で、１年を４つの学期に分けて授業を行います（１ ８週間） 。同一授業を週２回行うととも 、教室内の授業時間に対して定められた予習・復習 を設定。教員やティーチングアシスタントが専門的で、きめ細か 指導を行います。ま 、アクティブ・ラーニングを積極 に推進し、活発な議論や意見交換を行うことで、学生が主体的に問題 発見し、答えを見出していく能力を養うとともに、協働の 識を育みます。
入
　　
学
卒
　　　
業
１年生 ２年生 ３年生 ４年生
基礎教養 専門基礎 専門・応用 専門研究
プレゼンテーション（地方等）地域実習 （首都圏）地域実習 （地方等）地域実習
卒業研究
フィールド実習
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日本全国が学びのフィールド　
地域創生の本質は地域のなか
で、地域とともに学ぶことにあります。 実習では、現地での活動を通じて地域の潜在価値を見出すとともに、実際に地域が抱えるさまざまな課題を調査によって把握し、問題解決を試みます。 さまざまな人とのコミュニケーション能力、 ファシリテーションやマネジメント プレゼンテーションなどの能力を 問題解決のプロセスを通して実践的に身につけていき　
地域実習は、１年生から３年
生まで、各学年８週間（延べ
24
週間） の実習を地方自治体と首都圏の双方において行います。期間中、週４日担当教員が行動を共にするほか、現地に 指導員や生活指導員を配置するなど充実した支援体制を用意し、わが国でもめずらしい試みとして各方面から注目を集めています。　
これらの運営においては、巣
鴨コミュニティキャンパスと位置づけた地元豊島区や巣鴨地域との連携、さらに地域構想研究所が構築してきた広域 自治体連携「くろしお ンソーシアム（呼びかけ人・徳島県阿南市岩浅嘉仁市長） 」 「天の河コン
ソーシアム（呼びかけ人・宮城県南三陸町佐藤仁町長） 」 の取り組みが、充実した実習フィールドを提供していくでしょう。　
あわせて、地域構想研究所が
主体となり、産学官を超え 知と人の交流を推進するとともに、独自に発行する地域創生のための総合情報誌『地域人』などを利用して積極的に情報を発信。大正大学から、日本の創生が動き出していきます。
特 集 1 地域と未来に活力を。平成28年4月「地域創生学部」誕生。
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特 集
2 大塚伸夫新学長インタビュー
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特 集 2 大塚伸夫新学長インタビュー
　
このたび、大正大学の学長に就任い
たしました大塚伸夫です。大正大学の長い歴史と伝統を引き継ぎ、さらにこれまで立派な方々がこの職に就いていらしたので、責任の重さに心が引き締まる思い す。　
本学は２０１６年に創立
90周年を
迎えます。大きな節目を迎えるにあたって、改革の真っただ中にい す。それは２０１５年
10月の地域構想研
究所設立と、２０１６年４月の地域創生学部設置です。　
これまで本学はキャンパスがある
豊島区巣鴨をはじめ、被災した南三陸などの地域と連携を図ってきま 。　
巣鴨の場合は地元巣鴨と結びつく
ことで生活課題解決の提案をし 巣鴨が活性化でき、そして大 としての研究や学生の教育ができると考えたのが始まりです。　
南三陸の場合は東日本大震災の際に、
いち早くボランティアチームを結成し、現地に派遣しました。その後は南三陸研修センター／南三陸エリアキャンパスを設置し、継続的に活動をしています。　
今、日本は多くの地域が元気をなく
しているようです。これは被災地に限ったことではないと思います。巣鴨・南三陸の２つの地域に限らず、地域と結びつき、活性化をして くことが重要であると考え、新たな試みをするにいたりました。また本学は全国寺院のネットワークがあり 地域ではお寺が大きな役割を果たしているので、地域と連携を図る大きな力になっ
ていただくこともできます。ただ、すべて寺院任せにするの はなく、私たちが率先して人材を育成し、そして地域に戻っ 地域で活躍してもらう。それが地域構想研究所と地域創生学部のミッションです。
　
　
多くの大学がグローバルを標榜してい
ますが、本学は主に国内に目を向けていきます。ただ、今はインターネットで地域も世界につながっていますし、一地域の特産物を世界に発信しているケースもあります。地域を見ること 世界を軽視するということではありません。地域がそのまま世界につながるグローカルという言葉 からね 私たちは地域と結びつき、同時 世界へとつながっていきたいと考えて ます。
　
本学は２００９年に、①優れた教
育・研究活動
  ②充実した学生生活
  
③特色ある地域・社会貢献
  ④ミッ
ションに基づく学風の醸成
  ⑤ＴＳＲ
による大学運営の５つの社 的責任を策定しました。私もこのＴＳＲを着実に進めて行く所存です。　
特色ある地域・社会貢献について、
先にお話した地域構想研究 は北日本エリアを横断する地域が連携した「天の河コンソーシアム」 と、太平洋沿岸地域を結ぶ、 「くろしおコンソーシアム」 の２つのコンソーシアム（広
域地域自治体連携） を結成しました。これらの地域が地域創生学部の学習フィールド 拠点となります。日本各地域と横断的に連携する２つのコンソーシアムの結成は他にないユニークな試み いえます。　
地域創生学部ではコミュニケー
ション力、クリティカルシンキング力、ファシリテーション力、マネジメント力、そして情報発信力の５つの能力を重点的に高めていく教育を行ないます。そして、１年を４学期に分けたクォーター制度を取ります。まずは巣鴨 キャ パスで基礎的なことを学びます。その上で課題を考え、それ 地域に行って体験し学びます。各地域で８週間の地域実習を行い そうすることで課題が見え、その解決策を考えたり、新たな提案をしたり るなど地域と密着した実践学習ができるのです。これを繰り返すことで本当に地域のことを理解した「地域人」 が育成できる 考えています。　
同時に各地域で得られた情報や実
態を分析し、基礎研究をしたり、独自に政策提言をしたりする「地と知」の連携拠点が地域構想研究所です。　
本学の地域創生学部で学んだ学生
が地域で活躍する日が楽しみで ね。　
この地域連携・社会貢献をはじめ
５つの社会的責任をＴＳＲマネジメントサイクル（ＰＤＣＡ） と捉え、着実に進めていくのが私の責務だと考えています。
大塚 伸夫
1957年生まれ。博士（仏教学）。専門はインド初期密教と真言密教。1987年3月大正
大学大学院文学研究科博士後期課程仏教学専攻単位取得満期退学。非常勤教員を
経て2009年4月大正大学人間学部仏教学科特任准教授、2014年4月より大正大学仏
教学部仏教学科教授。綜合仏教研究所所長、学長補佐等を歴任し、2015年11月よ
り学長就任。学外においては、日本密教学会監事、仏教思想学会理事のほか、真言
宗豊山派大日寺の住職を務める。著書に『インド初期密教成立過程の研究』等。
２つのコンソーシアムで地域連携を強化
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今から
89年前の大正
15年、本学は誕
生しました。そのとき掲げた建学の理念が「智慧と慈悲の実践」 です。智慧の面でいえば、学問の知恵、専門分野の知恵、そして社会人としての知恵、それらをすべて含めたのが「智慧」 だと思います。　
そしてこの理念は４つにひも解く
ことができます。それが、すべての生きとし生けるものを思いやる「慈悲」 、自らを頼りに真実とは、真理とは何かを求めて歩む「自灯明」 、相互に対立する２つの極端なものにかたよらない「中道」 、そ て共に生き ともに目標を達成しようとする 共 」 です。これらを兼ね備えた「４つ 人となる」 のが本学の教育ビジョンです。　
学生は「４つの人となる」 ことを目
指し、一方教員は「４つ 人となる」ことを念頭に教育をして き、そういう人を育て 世に送り出すことで大正大学らしい学風が醸成されていくと考えています。　
さらに、本学が重点を置いている
地域連携を活用し、 「４つの人となる」実践を地域で行うので そうすることで、 「自らのためだけでなく他人利益になる」 ことを考え、行動できる人になると確信しています。
　
私は１９７６年に本学の仏教学部
に入学しました。ただ、私の実家はお寺ではなく、家を継いで僧侶になるために仏教学部に入ったの はありません。　
私が長くお世話をしてきた祖母が
亡くなったとき、大き ショックを受け、心に大きな穴が開いたよう なていました。心を傾け誠心誠意お世話をし た祖母も亡くなってしまう、その当時は、いわば無常を感じてと思います。その私を見て、生と死それに通じる仏の教えをして下さったのが私の実家の菩提寺 和尚さんでし 。そして んな私に「お坊にならないか？」 と勧めてくれ のが始まり す。しか 、私には仏 世界が全く分かりませんでしたし、あまり気が進みませんで た。いろんな宗派があるのさえ知らなかったのです。　
とはいえ担任の先生の強い勧めも
あり大正大学を受験し入学しました。入学当初は、あまり勉強せず、お寺の丁稚的なことをしつつ、友達といろんなところに出かけ、大学生活を謳歌していました。し し あ とき自分は何 ためにこの 学に入ったのか、そして仏教について何 学んだのかと自分に問 、何もし いないことに気がついたのです。それから猛勉強をしました。 僧侶、 研究者へ
の
道は
菩提寺のお導き
地域連携で「４つの人となる」 の実践教育を行う
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特 集 2 大塚伸夫新学長インタビュー
　
卒業後は、僧侶になるべくお寺の
仕事をしつつ、仏教の知識をもっと極めたいと大学院に進み、その後は研究室に残って研究を続けていきました。仏教のことも知らず、あまり興味がなかった少年が、気がついたら仏教を教える研究者になっていました。こう て今があるのは、菩提寺のご住職のお導きだと思いますね。今ではこの仕事は私に与えられ 天職のように思います。　
もっともひとつの事を追求する研
究職は、自分の性 あっていたのでしょうね。これからも学長の仕事をしつつ、研究 続けていきたいと考えています。　
私は大学時代はまじめな学生では
なかったかもしれません。しかし、いろんなことに対してポジィティブに取り組 でいました。遊びはそうですが、勉強にしても積極的に楽しんでいました。同じ時間を過ごすのであれば、楽 みながらやった方が絶対いいですよね。授業 いやいや受けるの はなく、楽しいことがあると思い受けることで そこに新たな発見があるはずです マイナス思考からは何かを生み出 ことは少ないでしょう。プラス思考の中からこそ、何かを生み出すことが
きるのです。だから学生の皆さんは、自発的に、積極的に学んでほしいですね。そして学生生活をエンジョイしてください。　
私はある時期までは流されるよう
に学生生活を送って ましたが、あるとき、なにかに突き動かされるように勉強をするよう なりました。それは私がいろいろなことに積極的に取り組んできたからだと思いますその時々で考え、これはどういう意味なのかを追求していたと思いま 。そこで仏教を通して「現在」 「過去」 「未来」 を考えるようになりまし 。　
私の好きな言葉に「自業自得、因果
応報」 があります。これらの言葉は仏教から来た言葉です。自分の行いの結果は、自分に返ってくる。それも原因に応じた結果として返ってくるとい
う意味です。自業自得も因果応報もよくない状況に使われますが、この二つの言葉はよいことにも使われます。つまり、良いことも、悪いことも、自分がしたことは、必ずそのま 戻ってくるのです。前向きでやれば、必ずよい結果が出てくるはずです。　
よく人の運命は決まっているとい
う人がいますが、仏教ではその運命論を否定しています。もし運命などとうものがあるなら、何かしても、しなくても変わらないことになりますね。でも、本当にそうでしょうか それに運命論は何かに偏ることに り 中道から大き 外れることになり す。あえて言うなら、自分の運命は自分の行動で決めることができるのです。このことを学生の皆さんに強くお伝えしたいですね。
　
最初にお話した通り、 本学は２０１６
年に創立
90周年となり、大きな節目
を迎えます。本学は大乗仏教の精神を建学の理念とし、四宗の連合により運営されており、私たち日本人の心のよりどころとなっている仏教の精神をもとに人材育成を行なってきました。そして社会の変化や発展にあわせつつも、建学の理念にもとづいて新たなチャレンジを続けてまいりましたこの展開をさらに推し進めていくのが私の大きな使命でもあります。 長い歴史の中で常に改革・発展を続けてきたのが大正大学の学風で ると思います。そ なかで大きな部分を占めるのが大学の主役である学生です。　
まじめだけど大人しい、内向きな
どと評される本学の学生ですが、秘めた力を持っているし、ここぞという時には大きな力を発揮します。それは私が学生時代に共に過ごした仲間たち、そして卒業後教員として身近に学生に接してきた経験から実感しています。私はそういう学生たちを誇りに思います。だからこそ、もう一歩前へ、そして積極的 なってほしいのです。今やろうと思えば、未来はいくらでも変えるこ ができます。そ て、私たち大学側は一丸となって、学生の皆さんの成長を支援して いります。
「自業自得、 因果応報」を胸にいつも行動
長い歴史の積み重ねで醸成された学風は誇り
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ます。その空間を埋めるために書いているのでしょうね。小嶋
　
なるほど。大正大学で学
んでよかったことは。唐瓜
　
表現文化学科という環境
がよかったですね。同じ目標を持った仲間がまわりにいるのは、とても大きい す。大学に入った目的は小説 書ける環境を求めてでした。書く機会を増やしたいと思ったからです。小嶋
　
受賞作の『美しい果実』 は
学生のときの作品の延長線上にあるのか、それとも、全く違うところから スタートですか。唐瓜
　
多分つながっていると思
います。学生のとき 発想や投
小嶋
　
受賞作を収録した単行本
が出版されましたが、他の作品は書き下ろしですよね。唐瓜
　
受賞の実感がないまま
に、
12月末くらいに打ち合わせ
をし、
50枚ずつで５作品を１月
末まで 仕上げました。実は『美しい果実』 を書く前に時間を確保するために転職をしたんです。小嶋
　
書く時間を確保するため
の転職とは驚きですね。唐瓜
　
同じ理由で実家からも出
ました。通勤時間が短くなったことで、書く時間が増えました。小嶋
　
こうして受賞を振り返え
り、お話を聞くと、心からおめでとうと改めて言いたいですね。というのも、仕事をしながら執筆を続ける は とても大変だと思うからです。ところで、大学の授業で印象に残っていることはありますか唐瓜
　
世の中にはうまい人が多
副学長・表現学部教授の小嶋知善先生が
、
教え子である唐瓜直
さんに、仕事をしながら執筆を続ける難しさや楽しさ
、
在学中
に学んだ「読んで書く
、
書いて
読む
、
書きながら読む」 の大切
さについてお聞きしました。小嶋知善
　
まずは、 『幽』 文学賞
の受賞おめでとうございます。受賞作はこのため 書いたということですが、社会人として仕事をしながらも書き続けていたということですね。どれくらい時間をかけましたか。
唐瓜直
　
この短編に関してはヒ
ントになるものがありましたので約１カ月ですね。小嶋
　
短編でも１カ月はそれほ
ど長い期間ではない よね。応募したとき手応えはありましたか。唐瓜
　
最終選考に残りました
という連絡があったときは 「よし！」 と思いました。 いうのは、最終選考に残ると選評がもらえるんです。今後書き続けていくためにプロを目指すのか、趣味で書いていくかを考える意味でも評をもらうことは重要でした。
くいるんだなと思いましたね。同級生にも、先輩にも。卒業 て、まわりに文章を書いている人がいなくなったのが一番大きな環境の変化でし 。書いている人がいると刺激になるし、授業では感想や批評を聞 ことができました。それがなく ると、何を目標に進めばいい かが見えなくなってしまいかね 。 だから、「まずは選評をもらえるまでになる」 というのが、モチベーションのひとつでした。それと、書き続けてい のは、自分が読みた 作品が世の中にないからというのもあります。自分が本当に面白いと思える作品はないように思い
特 集
3本学卒業生の作家
 唐瓜直さんに聞く
「読
むこ
と」 の大切さ
刺激し合えるよき仲間がい表現文化学科
1985年、神奈川県生まれ。2008年、文学部
表現文化学科卒業。システム関連の会社で日々
の業務に従事しつつ、2014年、『美しい果実』
で第9回『幽』文学賞（角川書店主催）短編部門
大賞を受賞。同年受賞作を含む『美しい果実』（角
川書店）を出版。
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稿作品が『美しい果実』のヒントになっていますから。小嶋
　
卒業制作に関して、自分
の作品に対しての思いや当時の思い出などはありますか。唐瓜
　
小嶋先生が 「自分とは文学
観が違うね」 と僕に言ったことはよく覚えています。それなのに、よく面倒を見 くださったなと感謝しています。タイトルは褒め
られたことがありましたね。内容に関してはありませんでしたけど……。 「君の作品には漢語が多すぎるよ」 と言われたのは、今も意識しています。小嶋
　
私は授業の中で「読んで
書く、書いて読む、書きながら
読む」と言って、読書の大切さを言い続けています。その連続の中でしか作品は創作できないと考えている らです。唐瓜さんはそれを実践してきたように思えます。唐瓜
　
世の中にある作品から受
ける影響はとても大きいと思います。先人が書いた の 取り入れつつ、自分なりの表現でいい作品を仕上げるという も、ひとつの方法だと思いますね。小嶋
　
なるほど、先人が唐瓜さ
んに何らかのインスピレーションを与えているんですね。唐瓜
　
これは小説に限ったことで
はないですね。インプットは大切です。自分の場合、同じような小説はないかを知る必要がありますし、どんな小説が流行っているのかをつかむこともできます。　
自分が読みたいものを書くの
が根本にあるんでしょうね。もし先人が書いていて、その作品を面白いと感じたら、自分で書く必要はないと思 ます。小嶋
　
つまり、唐瓜さんは、自
分が読んだり、見たりしたことのない世界を見せようとしているんですね。それがつまり創作意欲につながっている。唐瓜さんは、書きたいものが明確ですよね。基本的には書きたいことを書こうと思っているはずで
す。 「世界観が違うね」 と言ったことがあるけど、それはあなたにしっかりした あるということでも のです。　
ところで、これから、自分自
身どういう方向に進みたいと考えていますか。唐瓜
　
まだ見えていない部分が多
いです。仕事としてやっていくにはニーズがあって成り立つの 。小嶋
　
でも、唐瓜さんは、世の
中でまだ書かれていないものを
書くという気持ちがあるし、書くことの意味を明確に持っているので、仮に受賞して なくても いていただろうと思いますね。これからが楽しみです 今後のの活躍を期待しています。
唐瓜直著『美しい果実』
その実は、愛か欲望か。
埋め込まれた狂気
表現学部表現文化学科
クリエイティブライティングコース4年
棚瀬 久子
　表題作『美しい果実』は、主人公の衝撃的なモノ
ローグで始まる。
　千鶴、由美、沙奈、杏子 ―
　妻の恵理が死んでから一年の間で、俺は他
人の妻を数え切れぬほど食った。
　皆、美しく、そして美味かった。
　カニバリズム、怪談専門誌『幽』文学賞短編部門
大賞受賞作 ― ホラーが苦手な読者ならば、これ
からどんな恐ろしい話が展開されていくのかと緊
張し、好きな読者は、期待しながら読み進めるこ
とだろう。しかし、静かな語り口で進む物語は意
外な方向へと向かっていき、そんな読者たちを戸
惑わせるかもしれない。この作品をジャンル分け
するのは難しい。少なくとも、いわゆるホラー小
説のような、あからさまな恐怖に追い立てられる
ようなものではない。連作集全体を貫くのは、「愛」
と、そこから生まれる「欲望」である。
　結婚五年目の夏、妻が新種の難病にかかり突如
倒れる。それからひと月、病状が急速に進み昏睡
状態へと陥った妻を、夫は病院から連れ出し、と
ある農園へと運ぶ。それが妻の遺言だったからだ。
夫は妻の望みどおり、彼女を生きたまま土に埋め
る。そこで彼女を「栽培」するために。農園では同
じような境遇の男たちが、それぞれのパートナーを
栽培している。愛する者の手によって芽吹いた女た
ちは成長し、やがて甘美な実を結ぶ。女たちの望
みは、愛する者に自分を食べてもらうことであった。
　美しく、幻想的な雰囲気をまとって物語は進む。
そのたたずまいは、この謎の農園そのものだ。そ
の身の内に様々な果実を宿した裸の女たち、それ
を見守る男たち。農園内は優しい光と愛に包まれ、
どこか楽園を思わせる。果たしてそこは本当に楽
園なのか。
　生き埋め、解体と、猟奇的なシ ンーが事も無げ
に繰り広げられているというのに、そこから受ける
感情には不思議と嫌悪感がない。主人公の、そし
て読者の心がざわめくたび、濃厚な果実の匂いに
かき消され、すべての理性がシャットダウンしてし
まうのだ。残るのは、匂い立つ果実と、それを食
べてみたいという強い欲望。主人公は欲望の赴く
ままにそれを貪り食べ、読者は文字通り、固唾を
飲んでそれを見守るしかない。愛の結実の裏で失
われていく理性、それこそ、この物語の本当の恐
ろしさかもしれない。
　「愛」という言葉を思うとき、多くの人がまず浮
かべるのは慈しみや思いやりといった温かいもの
だろう。しかし、仏教における「愛」は、否定的な
ものとしてみられている。「愛着」「渇愛」「強い欲
望」……どれも人間に迷いをもたらす「苦」であり、
悟りの障碍であるとされているのだ。
　愛ゆえに、果実となって夫と再会することを望ん
だ妻。愛ゆえに、妻の望みを聞き入れた夫。二人
の愛は、どのような意味合いを持っていたのだろ
うか。夫が妻を食べるとき、むき出しの愛の姿が
露になる。その愛がどのようなものであれ、二人
が満ち足りたことだけは確かだ。そんな二人を少
し羨ましく思うことは、不埒だろうか。
まだ世の中にない、自分が読みた ものを書く
特 集 3 小嶋知善先生　  唐瓜直さん
書 評
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が好き
から見た大学の魅力の数々を紹介します。
沖倉ゼミでは卒業論文提
出後、毎年卒業アルバム
用に「沖倉内閣」を発足し
て写真撮影を行っている。
ゼミ合宿最終日に行うス
ポーツ大会「沖倉杯」の優
勝トロフィー 。沖倉先生の
研究室に保管されている。
沖倉 智美　人間学部社会福祉学科教授
社会福祉士。東京都自立支援協議会会長。厚生労働省相談支
援従事者指導者養成研修に関する検討会委員。共著に「対論 社
会福祉学の論点5 ソーシャルワークの理論」（中央法規出版、
2012年）など。
――
 現在の担当科目についてお聞か
せください。　
社会福祉学科で障害福祉やソーシャ
ルワークについての講義を行っています。私自身が社会福祉士としても仕事をしていますので、その現場で見聞きし、体験した事例を織り込んで、今現場で起きていることを具体的に話しています。時に学生はショッ を受けますが、事実をそのまま伝えています。――
 この仕事をしてよかったと感じ
られることはどんなことでしょうか　
これまで多くの学生を送り出しまし
た。卒業生たちとはよく食事会をし いて、そこに集まった異なる年代の卒業生が現場での問題点などをお互い話し合っ
たいと考えています。私のゼミの合宿でも本当によく学び、 よく遊んでいますよ。――
 ところで、大学のお仕事を離れて
趣味や熱中していることはどんなことですか。　
時間があればライブに行っています
ね。大物アーティストのチケットもなんとか入手して行っています。温泉行くのも好きですね。しっかり仕事をした自分へのご褒美だと考えています。――
 現在も
卒業生とも交流がある沖
倉先生から見て、大正大学の学生の良さはどんなところでしょうか。　
同級生、先輩後輩に関わりなく、学
生同士がすぐ仲間に っていくのはいいですね。ソーシャルワークの仕事もひとり はできないので、仲間は重要です。まさに同じ目標に向け努力する「共生」 の理念がしっかり根付いているのを実感しますね。――
 最後に、沖倉先生の抱負をお聞
かせください。　
15年前に本学に着任したときから社
会や自分の環境は変化していま しかし、当時の気持ちを忘れず、自分自身の持っている勢いを保ち続けていきたいと考えています。奇 てらうことなく、地道にや くことですね。これからも全力でよく働き、よく遊び続けたいと思っています。
ています。また卒業生同士が同じ職場で働くことが多くなり、そこでも先輩が後輩を指導していると聞くと、教え子たちは頑張っ るなと嬉しくなります。最近で 実習生やボランティアとして学生を受け入れてくれる卒業生の職場も多くなりました。さらに現場での経験を踏まえ、社会福祉の研究をしたい 大学院に戻ってくる卒業生もいて、意識向上してきていると感じます。――
 では、沖倉先生が教員として常に
心がけていることは何でしょうか。　「よく働き、よく遊べ」 ですね。これは自分だけでなく、学生にも「よく学び、よく遊べ」 を求め ます。何をするときにも、中途半端ではなく、徹底的にし
自分の興味関心に正直に仲間をつくり、よく学び、よく遊ぶ
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だから
大正大学の“ここが好き”。教員・職員
地域連携推進部には頻繁
に学生が出入りしている。
学生とのコミュニケーショ
ンは新鮮で、学生から学
ぶ事も多いとのこと。
休日に新規開拓した喫茶店での
一枚。寛ぎの空間でゆっくり読
書するのが至福のひととき。
川井 美香　地域連携推進部　係長
2003年3月　大正大学仏教学部卒業。同年9月入局。総務部
総務課、財務部などを経て、2015年6月から現職。趣味の喫茶
店巡りで読書をするのが至福のひととき。
――
 現在のお仕事についてお聞かせく
ださい。　
今年の６月に地域連携推進部に着任
しました。その名の通り地域との連携をいかに深めていくかを考え、実現させる部署です。たとえば、豊島区との協働事業の推進や被災地南三陸の復興支援に取り組んでいます――
 まだこの部署に異動して間もな
いようですが、お仕事でやりがいを感じるのはどんなときでしょうか。　
これまでは学生と触れ合う機会がな
い部署でしたが、今は常に学生が近くにいて、彼らが生き生きとしているのを見ると楽しいですね。その学生たちが地
――
 ところで、日常生活で興味がある
ことや趣味などはどんなことですか。　
新しいものを見たり、訪れたりする
ことが好きで、思い立って行動するとが多いですね。最近は自宅近くの喫茶店巡りをしています。――
 川井さんは大正大学を卒業され
てから、ずっと大正大学でお仕事をされていますね。大正大学のよい ころはどんなところでしょうか。　
学生のときもそう思ったのですが、
学生と教員の距離が近い すね。私たちが の頃は先生とよく飲みに行っていました。今もそういう気風が残ているようですが、最近はそ いう学生が減っていると聞きました。学生の皆さんは、 もっと先 方とコミュニケーションをとってほしい ね。――
 最後に、川井さんのお仕事での
今後の抱負についてお聞かせください　
本学は地域構想研究所が開設され、
来年には地域創生学部を新設します。地域連携の面で私たちがもっと、地域の方々とコミュニケーションを取て、関係を密にしなければと考えています。 私個人 しては、 近隣地域の方々に顔を覚えていただき、頼りにしていただけるような存在になりたいと思います。もっと積極的に地域の方々と交流していきたいで ね。
域のことを真剣に考えていたり、地域の子どもたちがときどきキャンパス内を楽しそうに走り回っているのを見ると、大学と地域が連携するこ の大切さを実感し、自分の仕事 意義 感じますね。――
 では、新たな部署のお仕事で常に心
がけていることは
、どんなことでしょうか。
　
仕事は自分ひとりでするものではない
ですよね。だから情報や仕事の進め方などを共有するように心がけています。今重点を置いているのは、書類の整理です。スムーズに仕事が進められ ように、部内の人にも徹底したいなとも考えています。地域連携の面では、大学周辺の地域の人と積極的に挨拶するようにしていますね。
より深く、密な地域連携をそのために頼りにされる存在に
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良正庵ほほえみ相談室
てなし”というぐらいですから、すごい“うら技” があるのです。オリンピックのための“よそゆき” ではなく、あたりまえのおも なしがうれしい　
２０２０年に東京オリンピックの
開催が決まった影響もあるかもしれませんが、最近は外国人の観光客の姿を本当に多く見かけるようになりました。浅草を歩いていると、 「ここはどこの国？」 と思わずまわりを見回して まうほどです。　
さて、最近の出来事をふたつ。
道に迷ってしまった私とお友達。地図やスマホを見ながらおろおろしている私たちに女性 近づいてきて親切 道を教えてくれした。別れ際に交わし 挨拶は「謝々」 （シェイシェイ） 。中国の
人だったのです。偶然にもその後で再び道を尋ねたのも韓国の人でした。日本人なのに道もわからないなんて情けないですね。電車やバスで席を譲ってくれる も、外国人のほうが多いような気がします。本当は日本人がもっとし かりしなければいけません　
また、夏に孫と遊んでいてうっ
かり怪我をして、しばらく入院しました。そこの看護師さんたちの気くばりがすばら く、病室 塵ひとつない、こまめに水を替えてくれる、本当に至れり尽くせりでした。体が不自由で困っていたときだけに、 どんな高級ホテルのサービスよりありがたかったです。こういうごくあた まえのおもてなしのほうがうれ く感じます。　
おもてなしの話を始めました
が、なんだか私の失敗談ばかりになってしまいました。
　
秋の日はつるべ落とし。一日が
あっという間に過ぎていきます。忙しい毎日のなかで、ささいなことであっても、心のこもったおもてなしを受ける とても穏やかな気持ちになります。　
今学年も半年過ぎました。なん
となく勉強に身が入らなかったり、友だちとうまくいかり、就職活動に悩んでいたり、秋はちょっと立ち止まって物事を考える季節ではないでしょ か。　
そんなみなさんに、今日は私が
とっておきの「おもて し」をしたい 思います。高級ホテルや旅館とはひと味違う、良正流のおもてなしです。手厚いサービスはありませんが、これだけ知っておけば、どんな豪華料理やスイートルームにも負けないぐらい相手や自分を満ち足りた気持ちにさせてくれる極意を紹介します。 “おも
悩んだり、壁にあたったり、気持ちの整理がつかないときに、自分の内面から外へ目を向けると元気がわいて前に進むことができる。自分と他者 心の橋渡しをするのが思いやりやおもてなし。仏様をご供養する を、毎日「行 」にうつし いけば、おもてなしは必ず自分に返っ くる。
小林良正
1950年、愛知県名古屋市生
まれ。大学卒業後、結婚し二
児を育てる。37歳 で 浄 土
宗で得度し、1988年、仏
教大学文学部仏教学科卒。
1990年、嵯峨清涼寺にて
水谷幸正上人の導きで剃
髪。1991年、良正庵を結ぶ。
「お母さん尼僧の辻説法」講
演で活躍の一方、全国念仏
行脚を続け、2011年4月、
日本一周満行。
第十五回
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お仏壇をきれいにし、花を替え、香を焚き、水、ご飯をそなえ、ろうそくに灯をともす。ご供養の基本は、おもてなし のまま。　
仏様をご供養するときに、大事
な基本が六つあるとされます。　
それは、 「精気」 「生気」 「湯気」
「香気」 「浄気」 「光気」の六つ。精気は花を供えること。生気は水を供えること。湯気はご飯を供えること。香気は香を焚くこと。浄気はお掃除と体を清めること。そして光気はろうそく 立てです。　
自分の部屋に人を招くときに、
食卓に花を生けたり、ほどよい温度の水を出したり、おいしいご馳走を用意したり、良い香りが たりすれば喜ばれるでしょう。ちゃんとお掃除をして自分も身ぎれいで、落ち着いた灯りで照らすることはもちろんです。　
つまり、仏様をご供養すること
とおもてなしの心 同じなのです。お祖父さん、お祖母さんと一緒に暮らすことが多かったころには、お仏壇の掃除を毎日する姿を見て、こうした供養のしかた、おもてなしの心を自然 学んでいきました。
　
いまみなさんの部屋はきれいに
片づいていますか。臭いがこもったりして ませんか。温か 食事をちゃんと食べていますか。六つのことは相手を気持ち良く る基本ですが、自分の気持ちを正しくすることにもつながります。　
部屋の整理ができていれば、心
が広がり、前に進めるようになります。雑然としていれば 気持ちもふらふらして、面倒だからまにしようと結局なにも変わらないまま なってしまうので 。　
いま部屋や自分の気持ちがうま
く片づいていなくても、明日からちゃんとやれば い。人生に失敗はつきものです。やり おしはいくらでもできるのです。　
部屋に鉢植えをひとつおいてみる
のも良いでしょう。一緒にいのちを育てていくこと 、とてもゆたかな気持ちになることがで ます。　
そして、供養、おもてなしは見
返りを求めないことです。 「布施（ふせ） 」 という言葉には広く施すという意味があります。私たちはとかく、 「このあいだ贈り物をもらった らお返しをしなきゃ」とか、 「このあ だ助けて げたから今後は手を貸してくれるだろう」と 一対一 関係や損得で物事を考えてしまいます。でも、人からなにかをいただい ら、ほ
かの人にちがう形でお返しをしても良い です。おいしい料理をいただいた帰りに、電車で席をゆずる。 そういう行い ご縁がつ て、めぐりめぐって自分に返ってくるというのが、本当の意味のおもなしではないでしょ か。　
おもてなしは決して特別なサー
ビスをすることではありません。あたりまえの六つのことを毎日コツコツとやっていくことが大切です。庚申塚から大正大学に た沿道は、すがも花街道として季節の花で彩られています。もし歩いていて、 小さなごみを見つけたら、それを拾うだけでも、 供養になり、おもてなしになりま いっそう多くの人が訪れてくれるキャンパスになったら、学んでいる私たちも楽しいですね。
「良正庵 ほほえみ相談室」では、ご相談受
付中です。本連載にて、取り上げさせてい
ただきます。あなたの簡単なプロフィール
と匿名にするかどうかをお書き添えの上、
書面にて下記住所までお送りください。
よろしくお願い致します。
〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3−20−1
大正大学  学長室
「良正庵 ほほえみ相談室」係
小林良正尼からの生きる勇気
が詰まったエッセイ集『まぁる
い心』（リベロ刊）が好評発売
中です。
六種供養とほほえみちゃん（小林良正尼僧 画）
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［ 大 正 大 学 ］ 情 報
T-Duck     News
　
大正大学では、巣鴨のまち、
とくに旧中山道を「いのりと希望の路」 と名付け、沿道の３商店街等と協働して「すがも花街道プロジェクト」 を展開しています。今年は昨年に引き続き、本プロジェクトの一環として「第２回東北応援
　
いのりと希
望の路
  すがも鴨台花まつり」
を５月
16日に開催しました。
　
今年の花まつりでは、東北復
興支援活動の一環として、新鮮な野菜などの販売等を行う「あ
　
大正大学では、今年度から新
たな取り組みとして、人間環境学科の正課授業である「フィールドワーク」 科目を公益財団法人ブ ーシー・アンド・グリーンランド財団（会長：梶田
 功、
所在地：東京都港区、以下Ｂ＆Ｇ財団） と協力して実施します。６月
30日には、Ｂ＆Ｇ財団の菅
原悟志専務理事と人間学部の井出裕久学部長（当時）の出席のもと調印式を実施しました。　
児童教育に関わる仕事に就く
ことを希望している学生に、Ｂ＆Ｇ財団が“自然体験”と“環境教育”をはじめ“水の事故ゼロ” を目指す安全教育やカヌー実技を通じた自然体験活動、心
さ市」 や国家の繁栄と五穀豊穣、万民豊楽等を祈る仏教行事の「花会式」 という毎月恒例の行事だけでなく、学生主催のこどもが参加できるイベント 学生によるダブルダッチ・大道芸披露等、見て・聞いて・体験できるイベントを多く開催しました。昨年同様、袴姿の学生によ お練り行列も行い、すがもの街をあでやかに彩ってくれました。　
また、昨年
10月に、現代の日
本における地域創生・地域課題
肺蘇生法やＡＥＤ講習などを指導するもので、社会人教育として折り目正しい所作を学ぶ集団行動プログラムも行います。
解決を目的に、本学３番目の附置研究所として設立された地域構想研究所が協定を結んでいる自治体が物産やご当地グルメの屋台を出店。 「ふるさと祭り」 と題して、お子様から高齢の方まで多くの方で賑わいました。
らに、同日
16時より地元ご当地
キャラ 「すがもん」 や、各地ご当地キャラが集合し 「歌う♪すがもん御殿
!!」 ライブを行い、会場を
大いに沸かせました。年々パワーアップする本学の地域連携事業に、今後もご注目ください
東北応援
  いのりと希望の路
すがも鴨台花まつり開催
人間環境学科のフ ィ
ー
ルドワ
ー
ク実習に関する
協定を締結
チャリティでバラの配付を行いました。
左）B&G財団 菅原悟志常務理事　右）井出裕久人間学部長（当時）
庚申塚商店街でのお練り行列。 仏教学部学生による法要の様子。
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それぞれの班が想いを込めたねぷたが学内を照らしました。
3号館ロビ でー行われたお施餓鬼法要。
雨にも負けず、子どもたちは溌剌と盆踊りや
体験イベントを楽しんでいました。
学長賞受賞G班【天地・志合えば胡越を昆弟たり】
ねぷたの考案・作成だけでなく、告知活動も
学生が主体となって行いました。
　
毎年の地域イベントとして根
付き始めている、夏の風物詩「鴨台七夕盆踊り」が今年も開催されました。５回目の開催である今年は、７月３日、４日２日間行われ、多くの方にご来場いただきました。本イベントは、毎年学生が企画から運営まで行っています。　
当日は、残念ながら雨に見舞
われてしまいましたが、３号館内にて予定通り開催 、一時は満員状態に。学生によるお施餓鬼法要や学生団体がパフォーマンスを披露すると、満員の会場は大いに沸き、観客を魅了しました。そして事前に が練習してい 盆踊りの成果を披露するとともに、子どもたちや地域
　
今年も表現学部の１年生によ
る「光とことばのフェスティバル」 が行われました。６回目を迎えたこのイベントは、表現学部すべてのコースの１年生と教員が手を取り合い、作り上げる夏の一大イベントです。今年は「越える！」 をテーマに、一班約
15名となり、全
15チームに分か
れ作業しました。　
今年の見どころは、６回目に
して初めて和紙以外の材料も使用できるようになり、各班テーマに合わせ、ペンキやセロファン等の素材を活かし、色鮮 かな作品を作れるようになったところです。また、昨年度までは大きさやねぷたの形は自由でしたが、今年度は「門」 形 制限 、決められた形の中で各班 発想・創造力にて演出を考えました。　
前日、そして当日の午前中ま
で雨に見舞われ、不安を抱えての本番となりましたが、幸いにも雨は上がり、夜のキャンパスを照らしてくれました。 学生は、来場者の方に少しでも自分たちのグループ 作品を見ていただき投票してもらおうと、説明に
の方に踊りの指導をする等、積極的に地域の方と触れ合う姿が見られました。また、今年は留学生による出店も行い、異文化交流を楽しむ姿が見られました。　
雨が止まず室内で行っていた
盆踊りですが、なんと２日目の最後約
10分だけ天候が回復し、
３号館前広場の櫓を囲んで踊ることができました。盆踊り 欠かせない太鼓は、地域の方 叩いてくださり、その姿は圧倒的で、来場した子どもたちも地域の方に教わりながら を体験していました。キャンパスに雨をも吹き飛ばす力強い太鼓の音が響き渡り、今後の本学の発展を感じさせる頼もしいものとりました。
力がこもっていました。このようなやり取りが、学生と地域の方、教職員との新たな交流を生むきっかけになったのではないでしょうか。　
今年度の、学長賞・オーディ
エンス賞を獲得したのは、Ｇ
班の「天地・
志
こころざし
合えば
胡こ
越えつ
を
昆こん
弟てい
たり」 という天空へ力強く上
る龍と輝く月、裏面には桜が咲き乱れ鮮やかな印象を与える作品でした。　
この行事の責任者である小嶋
知善副学長は「来年に向け更に盛り上がるように、新 な試みを模索していく」 と語っていました。　
今年も数々の困難を乗り越
え、作品を作り上げた１年生の姿に感動した夏となりました。
大正大学
  夏の風物詩
第５回
  鴨台七夕盆踊り
キャンパスを照らす創造力の光光とことばのフェスティバル
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国や文化を超えて
私を魅了する
カラヴァッジオ作品
仏教学部仏教学科　助教
野村島 弘美
埼玉県出身。2002年単身渡米、ニュー
ヨークのナショナルアカデミースクール
で油絵を専攻後、メトロポリタン美術館
木造美術保存修復課でインターンとして
2年程勤務、木造美術品の着色復元を多
数手掛ける。ヨガ歴10年。
　16世紀後半から17世紀初頭のイタリア・バロック時代を駆け抜けて生きた画家がいます。
彼の名は「ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラヴァッジオ」。残された肖像画の中のカラヴァッ
ジオは、髭面で、表情は険しく、もう何日も髪の毛に櫛を通していないような風貌、「バロッ
ク美術の巨匠」と呼ばれるには似つかわしくない出で立ちです。
　このカラヴァッジオが描いた有名な作品「The Calling of Saint Matthew−聖マタイの召
命」を、私は2006年に初めて訪れたイタリア・ローマで目にしました。その後、この作品が
飾られているサン・ルイジ・デイ・フランチェー ジ教会を皮切りに、ボルゲーゼ美術館、ロー
マ国立美術館とローマのあらゆる場所でオリジナルのカラヴァッジオ作品を鑑賞することに
なりました。
　当時の私はアメリカ・ニューヨークのアートスクールで油絵を学んでいました。朝9時から
夜9時まで、ひたすらイーゼルの前に立つ日々。ヌードモデルを描くデッサン、解剖学の視
点から骨や筋肉のつき方を学び、夜のクラスでは油絵の性質と扱い方を学びました。描くこ
とが大好きで、「より良い作品を描きたい」という気持ち一心で制作に没頭しました。モデル
を使う作品制作では、モデルの疲労も考え、「20分ポーズ」で描き「5分休憩」で微調節をし
ました。この「20分ポーズ」で描いているときは無我夢中の集中力で、マラソンランナーでい
えば「ランナーズハイ」の状態、楽しくて仕方がありません。そんな私が、当時一番憧れてい
た画家カラヴァッジオのオリジナル作品を目にしたときの嬉しさといったら。作品に吸い込
まれるように、何時間も美術館に居座りました。
　カラヴァッジオ作品の魅力は、なんといっても「光と影」の扱い方にあります。真っ暗な背
景の中から、ドラマティックに描かれた人体が浮き出てくる。キャンドルを灯して暮らしてい
た当時の人々の生活を連想させるような、絶妙な色使いです。作品のモチ フーは当時主流で
あった宗教的メッセージを込めたものですが、純潔を表す青を身に着けるべき聖母マリアに
当時タブーとされた赤いドレスを着せたり、髭を描かずにキリスト像を描いたりと、他の画
家たちとは違った捻りをきかせています。話題となったのは作品だけではなく、カラヴァッ
ジオの私生活も波瀾万丈、連日口論を繰り返し騒ぎを起こす始末。1606年にはナポリで
乱闘騒ぎを起こした末に若者を殺傷し、懸賞金をかけられ後を追われました。
　こんなにもハチャメチャな男、カラヴァッジオが38年という短い生涯で己を世界的に有
名な画家に出来たのはなぜか。それはやはり、彼の作品の素晴らしさであったと思います。
力強さと繊細さが共存し、描かれた人物たちの表情や仕草は場合によっては生身の人間そ
のものよりも興趣が尽きません。彼の作品に触れることで私の感受性は刺激され、豊かさ
を増しました。私の魂を揺さぶるカラヴァッジオ作品を胸に、今日も海の向こうに想いを馳
せています。
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 私の研究と音楽
 −トランペット−
地域構想研究所　准教授
出川 真也
長野県生まれ。東北地方で10年ほどを過
ごし、3年前より神奈川県在住。専門は
社会教育･生涯学習論。地域創生の教育学
を志向して、人々の暮らし･仕事を豊かに
する学びのあり方を地域の人々や学生と
共に探求している。
　写真は、私が所持している10本ほどのトランペットのうちの一つ、コンパクトで持ち運びに便
利なポケットトランペットです。今年妻にねだって買ってもらいました（「私を変えた『人』」ならば
迷いなく妻のことを書くところです）。これで山登りや釣り・カヌ ・ー長期の仕事出張先（？）でも、
吹くことが可能になりました。
● 研究活動で身につく様々な素養
　私は地域づくりの社会教育･生涯学習研究に取組んでいますので、地域社会の様々な素材を扱
います。人々と共に学びながらそれを地域づくりへ展開させていくといったことをしますので、学
問以外の素養も大切です。例えば釣りや山登りも東北地方での10年間にわたるフィー ルドワーク
の中で、地元のおじちゃんたちと活動する中で身につけたものです。カヌーは川漁師さんの取組み
にかかわる中で身につけました。料理も結構やるのですが（まあ、仕事柄、野外や公民館での料
理が多いですが）、それも地元のおばちゃん達との郷土料理活動の中で得た知恵や技術によると
ころが多いのです。つまり山登りも釣りもカヌーも料理も私にとっては研究要素の一つということ
になるわけです。その中で、トランペットだけは仕事や研究を超越したところに位置づけられます。
● トランペットとの出会い
　トランペットとの出会いはもう20年以上前にさかのぼります。音の出し方が難しいのでなかな
か上達しないのですが、それだけやりがいのある楽器でもあります。少し音の出し方を説明します
と、トランペット自体には音を発生させる装置（振動帯）がついていません。奏者は息と口の中の
舌や歯の位置を微妙に調整しながら唇周囲の筋肉を緊張させたり緩めたりして唇を振動させ、そ
れを楽器に伝えて音を出します。ですので、トランペットは大変フィジカルな楽器で心身の状態が
そのまま音に表われやすいといわれています。数年前、NHK朝の連続テレビ小説で、主人公が落
ち込んでいるときにトランペットを吹いていましたけど、とってもわかりやすく暗くてぱっとしない
音になっていました。誇張ではなく、本当にそんな感じになるわけです。
● 研究を支えるトランペット
　地域づくりの教育活動に取組んでいると、実は楽しいことだけでなく、残念な
がら、様々な壁、それも大きな本質的に幻滅させられる事態に遭遇することも多
いのです。研究者自身が危険に晒されることもあります。社会変革にかかわる学
びを取り扱うわけですから、既存の利害関係者（有力者や権力者など）からの反動
を避けることができない宿命を負っているのですね。そんなとき、トランペットが
私を支えてくれているようです。より高みに上ろうとするトランペットの音色が持
つ独特の志向性が、私を大いに励ましてくれるのです。そういえば、ある教育学者が音楽と研究を
重ね合わせて書いた本がありましたし、人が窮地に陥ったときに、音楽などの芸術がどれだけ人を
支えるか自身の厳しい体験を交えて情熱的に語った心理学者もいます。
　実はトランペットもまた、山登りや釣り・カヌー・料理と同様に私の研究生活を支えてくれる
ものだと気づかされるのです。
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書　赤平泰処（表現学部教授）
文　勝崎裕彦（大正大学前学長）
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大正大学地域構想研究所では、９
月
10日に 『地域人』 第１号を発行しま
した。 『地域人』 の発行は、２０１４年
10月に開設された大正大学の附置
研究所である地域構想研究所の事業のひとつ。地域活性化の主役である「地域人」 から得た具体性のある情
報を伝え、地域創生のテキストとして活用されることを目的としています。一般的な概念や理論を羅列するのではなく、地域に密着した取材に基づく鮮度の高い
”生
“の情報を届
け、地域創生に関する前向きで積極的な提言をおこなっていきます。
　
第１号では石破茂
 地方創生担当
大臣への特別インタビューを掲載。さらに、客員教授である養老孟司
 
氏が巻頭言を、地域創生の第一人者である清成忠男
 氏が月ごとの提
言をおこなうほか 地域で活躍するキーマンや自治体の取り組み等を特集します。　
月１回の発行予定で、８８０円
（税込） 。全国の書店でお買い求めいただけます。
● 誌　　　　名 『地域人』
● 発刊サイクル 毎月10日発売予定
● 価　　　　格 880円（税込）
● 発　　　　行 大正大学出版会
● 制 作 ・ 発 売 大正大学出版会
● 編 　 集 　 長 渡邊 直樹（大正大学表現学部教授）
● 発行・編集人 総合プロデューサー 柏木 正博
 （学校法人大正大学専務理事／地域構想研究所副所長）
